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社長の挨拶
　 平成２７年８月、 新年度となりま し て創業以来長ら く 代表取締役社長に就任し ていま

した柏原明包に代わり、 私 ・ 正明が常務取締役より代表取締役社長に就任することにな

りま した。 今般の経済状況を考えると不安なことばかりでありますが、 いずれはやらな

ければならないことであり、 清水の舞台から飛び降りるような気持ちで覚悟を決めま し

た。 明包氏は会長職に就いて頂き今後もア ドバイザーと し て御指導し ていただこうと思

っ ています。

　 いまや世界の状況が即日本の経済に影響を与えるようになっ ています。 クリ ミヤ半島

のロシアへの併合、 ギリ シ ャ危機、 中国経済の低迷、 難民 ・ 移民の欧州への流入、 直近

の 1 年を見ても日本には直接間接問わず影響を及ぼすことばかりです。

　 又、 日本の建築業界も色々な問題が噴出し ています。 これらの問題も一朝一夕で片付

く ような物でもありません。 このような状況での社長就任ではございますが、 皆様の御

協力や御指導御支援を頂き、 社業ならびに当業界の発展に微力ながら精進し ていこうと

思います。

　 　 平成２７年 １２月

株式会社　 柏原鐵工所　 　 　 　

代表取締役社長　 柏原正明　
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認証番号0004784

事業活動の概要

会社概要

事 業 所 名

代 表 者 名

株式会社 　 柏原鐵工所

代表取締役社長 　 柏原正明

住 所 ・ 連 絡 先

〒 425-0045　静岡県焼津市祢宜島 124-2

電話

FAX

web

e-ma i l

054-624-5803

054-623-0046

ht tp : / / e-kash i wa.com /

i nfo@e-kash i wa.com

建 設 業 許 可

建築工事業 ・ 鋼構造物工事業

静岡県知事許可 （般－ 23）  第 2124 号

大臣認定  全構協Ｈ グレ ー ド  認定番号 TFB  H － 120255

事 業 内 容 一般建築鉄骨 ・ 鉄骨耐震ブ レ ース ・ 鉄骨階段 ・ 鉄骨工事一式

事 業 の 規 模

従業員数

資本金

売上高

延べ床面積

27 名 (正社員のみ : 平成 2７ 年 12 月  現在)

800 万円

約 ８ 億 6,100 万円 (平成 26 年度  実績)

2,770.3 ㎡

主 要 取 引 先

（敬称略 50 音順）

臼幸産業株式会社 株式会社 橋本組

木下建設工業株式会社 五光建設株式会社

近藤建設工業株式会社 清水建設株式会社

瀬戸建設株式会社 第一建設株式会社

東亜建設工業株式会社 東急建設株式会社

戸田建設株式会社 名工建設株式会社

山本建設株式会社

エ コ ア ク シ ョ

ン 2 1

認証 ・ 登録番号

認証 ・ 登録日

有効期間

0004784

平成 22 年 3 月 29 日

平成 28 年 3 月 28 日

環境管理責任者

実務担当者

連絡先

中島初江

中島重男

k.kaj i ya@ka. tnc.ne. jp
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※対象範囲 ： 全組織 ・ 全活動

環境管理における活動体制

代 表 者 柏 原 正 明

・ 環境活動の目標及び計画の承認

・ 環境活動全体の評価と見直 し

・ 環境方針の策定及び改訂

・ 経営資源の準備

環境管理責任者 中 島 初 江

・ 環境活動の計画立案及び実施と経営者への報告

・ 環境活動の自己チ ェ ッ クの実施

・ 環境方針及び活動計画の見直し
連
絡
担
当
者

実 務 担 当 者 中 島 重 男

・ 管理責任者の補佐

・ 管理データの収集及び比較整理

・ 『環境活動レポー ト 』 の作成
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環境方針

株式会社柏原鐵工所は、 建設事業を推進し てい く に当り、 地域

との関わりを大切にし、 環境に負担をかけないように配慮した、

ごみ削減及び再利用 ・ 再資源化また、 化学物質の低減 を最大限

に実現できるよう、 持続可能な循環型社会づ く りを目指します。

活動指針

１
事業活動において、 省資源化 ・ 省エネルギーを推進し、 二酸化炭素排出量の削

減 ・ 水使用量の削減を目指す。

２
事業活動において、 現場で発生する産業廃棄物の排出削減を目指すとともに、 廃

棄物の収集 ・ 分別を徹底し て行い、 再資源化できる よ うにする。

３ 有害化学物質の含有量が少ない塗料の推奨に努める。

４ 機械設備及び備品購入の際、 グ リ ーン購入の推奨に努める。

５ ５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） 活動を徹底す る。

６
上記の活動を継続させるため、 数値目標を設定 し て行い、 査定 ・ 評価 し、 日々

改善に努める。

７
事業活動におい て、 建築基準法及びその他の関係法令を遵守し、 環境保全に努

める。

８ 当社は上記活動を実施す るに当り、 本方針を従業員全員に周知徹底し ま す。

※平成 26 年 10 月   ㈱柏原鐵工所  代表取締役  柏原正明
代表者

印
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活動目標
　 弊社では、 平成 21 年度を環境活動元年と し、 当初はその前年である 20 年度を基

準年と し て活動し て きま し た。

　 しかし、 近年の社会状況の変化に伴い弊社と し ても変革を余儀な く され外注に頼っ

ていたものを改め自社で製作するこ とが多 く な っ てきま し た。 そのため 20 年度を基

準と し たデータ とは比較出来な く な っ てきま し た。

　 そ こ で基準年を平成 22 年度に変更す る こ と と し、 新たな基準値を設定 し ま し た。

仕事量を同等にしたうえで、 毎年マイナス１％を目標値とする。

【基準値 ・ 目標値の設定方法】

①各年度の受注物件及び物件数によ り、 目標値に対し て実測値が大き く 変動し て し ま

うので単純に比較できない。 そのため仕事量に直接関係のある鋼材の購入量を基準

と し、 その増減の割合を基準年の各データに掛け合わせ比例させ ま す。

年度 鋼材購入量 割合 基準値

平成 22 年度 3,077.8 ｔ 100.0 ％ 基準年の各データ

平成 24 年度 4,757.2 ｔ 154.6 ％
基準年のデータに 54.6 ％増加し た

数字が基準値となる

平成 25 年度 5,264.0 ｔ 171.0 ％
基準年のデータに 71.0 ％増加し た

数字が基準値となる

平成 26 年度 3,764.2 ｔ 122.3 ％
基準年のデータに 22.3 ％増加し た

数字が基準値となる

②上記表のとおり、 基準年を 100 ％と考えると今年 （平成 26 年度） の鋼材購入量は

22.3%増加し ている。 よ っ て基準年の各データの 22.3%増の数値が仕事量同等数

値 （以下基準値と いう） となり ま す。

基準年の各データの数値 × 122.3 ％ = 基準値

③上記計算を行う と各データ数値は基準年と同じ水準となり、 比較出来る “基準値”

となる。 その基準値から 4 ％削減し た数値が平成 26 年度の 《目標値》 になり ます。

基準年の各データの基準値 × 96.0 ％ = 目標値

④これによ っ て、 平成 26 年度の各項目の 《目標値》 が出て 【実測値】 と比較出来る

よ うになり ま す。

　 この方程式を当てはめます と平成 26 年度の各項目の目標値は、 次項の表となり ま

す。
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平成 22 年度

（2010 年）

平成 ２4 年度

（2012 年）

平成 ２５ 年度

（2013）

平成 ２６ 年度

（2014）

平成

２７ 年度

（2015）

基準年

基準値 目標値 基準値 目標値 基準値 目標値 目標値

基準年 　

　 × 154.6%
基準値 　

　 　 × 98 ％

基準年 　

　 × 171.0%
基準値 　

　 　 × 97 ％

基準年 　

　 × 122.3%
基準値 　

　 　 × 96 ％

基準値 　

　 × 95 ％

電力使用量 (KWh) 228,283 352,852 345,795 390,364 378,653 279,200 268,033 － 5 ％

化石

燃料

ガソ リ ン (L ) 666.22 1,029.76 1,009.17 1,139.24 1,105.06 814.82 782.22 － 5 ％

軽油 (L ) 4,432.94 6,851.89 6,714.85 7,580.33 7,352.92 5,421.69 5,204.82 － 5 ％

二酸化炭素
排出量

( kg －

CO2 )
157,392.01 243,265 238,400 269,140 261,066 192,498 184,798 － 5 ％

コピー用紙
使用量

(ｔ ) 1.00908 1.56 1.53 1.73 1.67 1.23 1.18 － 5 ％

産業廃棄物
排出量

(ｔ ) 389.52 602.07 590.03 666.08 646.10 476.40 457.34 － 5 ％

水使用量 (ｍ3 ) 662 1,023 1,003 1,132 1,098 810 777 － 5 ％

有害化学物質
含有量

(ｔ ) 1.56162 2.41 2.37 2.67 2.59 1.91 1.83 － 5 ％

グ リ ーン購入 (件) － － 2 件 － 3 件 － 4 件 5 件

※平成 2７ 年度の目標値はその年の鋼材購入量に よ り変動 し ま す。

※購入電力の CO2排出係数　0.474kg-CO2 / KWH

目標値につい て

　 今までの目標値の出し方は、 その年度の仕事量によ っ て大き く 左右され単純に比較す るのは難し い

と判断し ま し た。

　 この目標値の出し方は、 鋼材購入量の増減が仕事量に一番影響されると考え、 この増減の割合を他

の項目にも反映させて比較し よ う というものです。 この目標値の方が、 今までの目標値よ り正確に比

較出来るものと考え ま し た。

　 来年度の目標値を 《－５ ％》 と し ていますが、 社会情勢の変化を考え平成 22 年を基準にす るには

無理があるよ うに思われます。 社長交代の年でもあり ますので、 来年度は “基準年” を変更し よ う と

考え て いま す。
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環境活動計画 (平成２６年度)

取り組み事項 取り組み内容 （詳細）

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

5Ｓ の徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ）

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電

空調設備の温度設定の徹底 (  夏 26 ℃以上 / 冬 22 ℃以下 )

クールビズ ・ ウ ォ ームビズによる服装での調節

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃

計画的な輸送 ・ 運搬の実現

自動車のア イ ド リ ングス ト ッ プの励行、 急発進 ・ 急加速の禁止

自動車内エアコンの温度設定の見直 し

自動車の定期点検 ・ 整備の励行

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用

書類等の電子化推進

一般及び産業廃棄物の分別の徹底

3Ｒ の徹底 Ｒeduce (ゴ ミ削減) Ｒeuse (再利用) Ｒecyc l e (再

資源化)

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底

材料在庫の管理

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害物質の含有量が少ない、 または有害物質が含ま

れ て いない塗料を提案する

水道水削減の取り組み
節水に努める

止水の確認、 漏水検査

その他  環境活動の取り

組み

グ リ ーン購入

防災訓練の実施

地域社会における緑化運動の推進
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今年度の目標 ・実績 ・評価
平成 22 年度

（2010 年）

平成 26 年度

（2014 年）

平成 26 年度

（2014 年） 評
　
価

基準年
基準値 目標値 実測値

基準年× 122.3% 基準値× 96 ％ 前年度実測値

電力使用量 (KWh) 228,283 279,200.61 268,032.5856 186,847
○

215,753

化石

燃料

ガソ リ ン (L ) 666.22 814.818 782.225 3,442.00
×

3,845.03

軽油 (L ) 4,432.94 5,421.690 5,204.822 9,505.49
×

11,077.85

二酸化炭素排出量
( kg －

CO2 )
157,392.01 192,497.668 184,797.762 164,206.44

○
190,175.19

コピー用紙使用量 (ｔ) 1.00908 1.234 1.185 0.831
○

0.721

産業廃棄物排出量 (ｔ) 389.52 476.401 457.345 236.500
○

172.559

水使用量 (ｍ3 ) 662 809.656 777.270 478
○

566

有害化学物質含有量 (ｔ) 1.56162 1.910 1.834 1.037
○

0.807

グ リ ーン購入 (件) － － 4 件
3 件

△
3 件

※購入電力の CO2排出係数　0.474kg-CO2 / KWH

※平成 24 年度中に車両を買い換え ま し た。

商用車バン （デ ィ ゼル車） 　⇒ 　 商用車バン （ガソ リ ン車）

２ｔ ト ラ ッ ク （デ ィ ゼル車） 　⇒　１０ｔ ト ラ ッ ク （デ ィ ゼル車）

※平成 26 年度に新規に ト ラ ッ ク を購入 し ま し た。

新規 　 ⇒　2t ト ラ ッ ク （デ ィ ゼル車）

評価と し ては ・・・

　 前年度とほとんど同じ とな っ た。 評価は良い方向にな っ ていると思う。 1 つ違う と すればグ リ ーン

購入の件数ですがこれは中々増やす こ とが難し いよ う に思いま す。

　 個別に見て い く と、 電力使用量は目標値である 268,000kw / h よ りも遥かに低い 187,000kw / h

であ り、 前年度実測値よ りも低 く な っ て いる とい う こ と であ り、 電球の交換期に LED 電球に換え て

いる事が工場全体に広がり、 照明機器や空調の節電対策等が浸透し て きたからだと思う。 他にも二酸

化炭素排出量や水使用量が前年度よ りも少な く な っ て いる こ とは良い傾向である。

　 少し 気になる こ とがあるのは、 前年度の増加率が 171 ％であるのに対し て、 今年度は大幅に下が

っ た 122 ％である こ とを考える と全ての実測値が前年度を下回 っ て良いと思われるが、 コピー用紙

使用量や産廃排出量、 有害化学物質含有量が目標値よ りは下回っ ているものの前年度の実測値を超え

ているのはど ういう こ とか。 産廃排出量が増えた原因と し て考えられるこ とは、 今まで 「いつか使う

だろう」 と思っ て大量の在庫を抱えていた鋼材の処分を行っ たためではないかと思う。 有害物質につ

い ては、 “ ト ルエン” が前年度よ り倍近 く に増え て おり ト ルエンの含有量が多い 〔ナ ト コ㈱ラ ッ カー

シ ンナー洗浄用〕 の使用量が多か っ たためと思われる。

　 ガソ リ ンと軽油の使用量が目標値を達成できなかっ たのは、 基準年と本年度の車両構成が違うため

である。 実測値だけで見る と前年度よ り下が っ て いる こ とは良い傾向である。

　 グ リーン購入は、 コピー紙や印刷機の ト ナーやイ ンクの再生品の購入、 LED 電球の使用だけでな く 、

事務用品や工場内の使用機器のグ リ ーンな製品を選択す るよ うに し なければならない。
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　 本年度は目立 っ た活動が出来なか っ たが、 エコの活動は工場内の採光につい て 考え て みま し た。

工場内の天井の一部を透明の板に取り換え て太陽の光を取り入れて作業員の手元を明る く し て作業

効率を上げ、 電気代の節約に繋げたいと思います。

工場北側入 り口

工場南側入 り口

▲北側の天井は広いため、屋根の頂点より両

側に透明の板を設置して光を取り入れた。

　　　　　　　　　　　　　　　　（右写真 ▼）

▲南側入り口は片側のみの設置であるが明る

さは確保されているのではないかと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　（右写真 ▼）

その他の環境活動
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ea21 に登録す るために各種の統計を取り始めてから ８ 年近 く 経ちますが、 この間には リ ーマン

シ ョ ッ クあり、 東北大震災あり、 消費税５ ％から ８％への増税あり、 建設会社のデータ偽装問題あ

り、 で “山あ り谷あり” で し た。 地球環境におい ても、 ゲ リ ラ豪雨、 台風の発生の異常性、 日本の

平均気温や海水温度の上昇等異常気象ばかり です。 持続可能な循環型社会を目指し て、 これからの

未来のためにも直近の ５ 年間の実態を検証し て少し でも今後に役立て たい と思いま す。
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鉄骨鋼材購入記録
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ガ ソ リ ン 使 用 量
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
年間合計 4,433 3,966 6,238 11,078 9,505 
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年間合計

軽 油 使 用 量

　 鉄骨鋼材の購入 ト ン数はこのレポー ト の全て

の基準にな っ て く るので、 この数字の増減が大

き く 影響を及ぼす こ と にな り ま す。

　 基準年である平成 22 年は 3,764ｔ で経年する

ごとに 31 ％増、 55 ％増、 71 ％増となっ ている。

これは仕事量が増え ている という事で喜ばし い

こ と で す。

　 しかし、 平成 26 年度は 22 ％増の 3,047t と

減少し ているがこれは一部の施工主よ り材料が

支給される物件があ っ たため自社からの発注が

無 く な っ たためと思われる。

　 電気使用量は基準年の次の年が14％増となっ

ているがそれから徐々に減少し ていき、 平成 26

年は基準年の18％減となっ ている。 これはLED

電球とか空調などの節電対策が進んできている

ものと思われる。

　 化石燃料使用量は大きな増加がみられる。 これは平成 22 年度の車両構成が 5 年の間に変化し て

いるためである。 営業車がデ ィ ゼル車からガソ リ ン車に代わり、 ト ラ ッ ク では 10 ト ン車が増え計

3 台にな っ たためである。 それに し てもガソ リ ン使用量は基準年に比べ 5 倍以上になり、 軽油使用

量も 2 倍以上にな っ ている。 この数字を下げてい く こ とが今後の重要課題となり、 エコ ド ラ イ ブの

一層の推進を進めて いかなければな り ません。

基
準
年
→

基
準
年

基
準
年
→

基
準
年
→

５ 年間を振り返っ て
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　二酸化炭素排出量の数字の元になっ ているのは、

電気使用量・ ガソ リン軽油使用量等である。 電気

の使用量が減少したがガソリン軽油使用量が増え

たので相殺されたので、 基準年と変化の少ない数

字とな っ て いる。

　 コピー用紙使用量は基準年と横ばいだったのが、

平成 25 年は 29 ％減の 721kg、 平成 26 年が 18

％減の 831kg とな っ ている。 これは施工主から

送っ て く る設計図面や出来あがった施工図面等を

送るとき、 紙ではな く 電子データでやり取りする

ことが多 く なったためであろう。 今後も電子デー

タ でのやり取りの傾向は続 く ものと思われる。

 ここで注意しなければならないのはインターネ

ッ ト のセキュ リテ ィ である。 コンピュータのセキ

ュ リテ ィ 対策に最大限コス ト を賭けなければなら

ない時代にな っ たのである。

二酸化炭素排出量

鉄 く ず 排 出 量

コピー用紙使用量

ダ ンボ ール排出量
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
年間合計 388,390 137,480 145,522 171,350 235,630 
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
年間合計 1,130 1,540 1,130 1,209 870 

kg

年間合計

　 産業廃棄物である鉄 く ずの排出量が基準年に比べ劇的に減っ ているのは大変喜ばし いこ と である。

というのは疑問で、 こ こには出ていないが基準年よ り前の数年も 100 ト ン台で推移し ている。 と言

う事は基準年である平成 22 年の 388 ト ンが如何に突出し て多いこ とが分かる。 平成 26 年も 236

ト ンと比較的に多いと言えるだろう。 過去の在庫を処分し たとい っ ても多すぎる在庫である。 無駄

が多すぎる、 これは大いに改善すべき点である。 作成途中で施工主によ る設計変更を余儀な く され

て無駄が出る事もあるだろうが、 大半は施工図面の ミ スとか製作者の勘違いとかで無駄が出て余計

な経費が掛かり利益の減少にも繋がっ て く る。 も っ と施工主及び施工図面製作者 ・ 工場製作者の間

で話し 合 っ て鋼材の発注ミ ス、 製作 ミ スを無 く す よ うに し て欲し い。

　 ダンボールはボル ト 等の入っ ている箱が廃棄物とな っ て捨て られるものがほとんどである。 これ

はも っ と増え て ほし いです。

基
準
年

基
準
年

基
準
年 基

準
年
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　 水使用量については、 ここに出ていない基準年

の前の数年から徐々に減少 し て きて いる。

　 はっきり した原因は分からないが従業員の節水

意識が浸透 し て き ている と思いま す。

　 有害化学物質とは、 製品出荷時の鋼材に塗るペ

ンキに含まれている物質の中で有害な物質がどの

程度含まれて いるのかを調べて いる。

　 鉄骨鋼材の購入量 （P.10） が基準年に比べ 31

％増、 55％増、 71 ％増と増加し ているのにペン

キの使用量 （下図） は同じ変化を し ていない。 又、

有害化学物質もペンキの使用量と違う変化をし て

いる。 有害化学物質が平成 24 年以降減少し てい

るのは、 施工主側に有害化学物質含有量の少ない

ペンキの使用を推奨 し て いるからだと思う。

有害化学物質排出量
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平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
年間合計 662 574 566 566 478 

㎥
年間合計

水 使 用 量

　 総括す る と、 この 5 年間の ea21  の活動は及第点を与え て もよい成果を上げて いるのではない

かと思う。 鉄骨鋼材購入量が増え て い るのに電気使用量や二酸化炭素排出量、 コピー用紙使用量、

水使用量、 有害化学物質排出量はそれほど増加し ていない し、 減 っ ているものもある。 化石燃料が

増え て いるのは車両構成がこの 5 年間で変わ っ たのが原因であ り已むを得ない事である。

　 これらの事を踏まえ て考える と、 今までの活動を継承し ていけばよいのかなあと思います。 今後

は長ら く 出来ていない防災訓練をやらなければ ・・・ と思うのですが忙し く て そこ までの余裕ができ

ないというのが実態です。 これに加え て地域貢献ができるよ うに し たいです。 現在、 津波対策と し

て地域の皆様に避難場所を工場の 4 階に、 非常食の置き場所を提供し ていますが、 この他に出来る

ものと し て道端の緑化とか清掃活動のよ うな事をや っ て いければな ぁ と思いま す。
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今年度の活動評価 (平成２６年度)

取り組み事項 取り組み内容 （詳細） 評価 次年度

仕事を円滑に効率よ く

するための取り組み

5Ｓ の徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ） △ 継続

機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底 △ 継続

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電 ○ 継続

空調設備の温度設定の徹底 (  夏26℃以上 / 冬22℃

以下 )
△ 継続

クールビズ ・ ウ ォ ームビズによる服装での調節 ○ 継続

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃 △ 継続

計画的な輸送 ・ 運搬の実現 ○ 継続

自動車のア イ ド リ ングス ト ップの励行、 急発進・急加

速の禁止
○ 継続

自動車内エアコンの温度設定の見直 し ○ 継続

自動車の定期点検 ・ 整備の励行 ○ 継続

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関す る取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討 ○ 継続

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用 ○ 継続

書類等の電子化推進 ○ 継続

一般及び産業廃棄物の分別の徹底 ○ 継続

3Ｒ の徹底 Ｒeduce ( ゴ ミ 削減 ) Ｒeuse ( 再利用 )

Ｒecyc l e (再資源化)
○ 継続

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底 △ 継続

材料在庫の管理 ○ 継続

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対し て有害物質の含有量が少ない、 または有害

物質が含まれて いない塗料を提案する
○ 継続

水道水削減の取り組み
節水に努める ○ 継続

止水の確認、 漏水検査 ○ 継続

その他  環境活動の取り

組み

グ リ ーン購入 △ 継続

防災訓練の実施 × 継続

地域社会における緑化運動の推進 × 継続
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該当環境関連法規、 訴訟の有無
法律名 該当す る要求 該当整備 ・ 項目 届け出先 ・ 報告先 評価項目

評
価

建築基準法

・ 建築基準の遵守

・ 建築工事業の許可

・ 設計 ・ 施工

・ 工事業

・ 工場

静岡県

国土交通省
許可期限 ○

認定期限 ○

廃棄物処理法

《一般廃棄物》

・ 一般廃棄物収集

業者許可確認

・ 紙 く ず

・ 木 く ず

その他

な し

許可業者 ○

《産業廃棄物》

・ 産業廃棄物委託業者と

の契約

・ 処理基準の遵守

・ 保管基準の遵守

60cm × 60cm 以上の表示

飛散、 浸透防止、 衛生管理

マニ フ ェ ス ト の集計、 報告

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブ ラ

マニ フ ェ ス ト の

期限内返却ない

場合

・・・ 知事へ報告

前年度の交付状

況

・・・ 知事へ報告

契約書

許可書
○

マニ フ ェス ト

管理
○

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に関

す る条例

・ 管理責任者の設置

・ 処理の委託先の実地確

認と その記録の保存

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブ ラ

その他

不適正な処理が

行われた場合

・・・ 知事へ報告 委託業者 ○

騒音規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コ ンプ レ ッ サー

・ 油圧機・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

振動規制法
・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コ ンプ レ ッ サー

・ 油圧機・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

浄化槽法

・ 浄化槽の設置

・ 変更の届け出

・ 法定点検

・ 分離式

バ ッ キ方式

２０ 人

新設 ・ 変更の場

合

・ 知事へ届け出

新設 ・ 変更 ○

点検

１ 回／３ ヶ 月
○

消防法
・ 指定可燃物の届け出

（指定数量の 1 / 5 以上）

・ 塗料

2,000kg

焼津消防署
新規 ・ 変更 ○

高圧ガス保安法

・ アセチレ ンガス

0.2 メ ガパスカル以上

・ 酸素ガス

1 メ ガパスカル以上江

・ 液化炭酸ガス

・ ア セ チ レ ン ガ

ス

・ 知事へ届け出
許可期限 ○

保安基準 ○

建設 リ サ イ ク ル法
・ 建設副産物

鉄、 コン ク リ ー ト 他

・ 対象建設工事

・ 解体建設工事

・・・ 知事へ報告 マニ フ ェス ト

管理
○

PRTR 法
・ 有害化学物質管理 ・ キ シ レ ン 、 ト

ルエン、 鉛

静岡県省庁
適用業種外 －

フロン排出抑制法

・ 冷凍空調機器

全ての第一種特定機器

が対象

・ 自社 に 於 い て

簡易点検実施

(３ ヶ月に １度以上)

企業 ・ 法人の管

理者が確認 ○

遵守評価日 : 平成 27 年 10 月 31 日

過去 3 年間、 当事業所における業務上関係のある法令及び条例違反、 地域住民利害関係者からの訴訟

及び苦情はあ り ません。
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地震、 火災等による緊急時対応マニュアル
1. 適用範囲 鉄工場敷地内 （ 工場 、 事務所 、 資材置き場   他 ）

2. 目的 予防処置、 発生時の処置を定め、 汚染拡大を防止する。

3. 予防措置 ①工場内及び作業中は “禁煙” とする。 （休憩時間に指定場所でのみ喫煙）

②指定場所には消火器を設置 し、 法定点検を厳守する。

③工場内等で火気を使用する場合は周り を片付け、 燃えやすい物がない

か安全を確かめてから実施する こ と。

④重量物を保管する場合はあま り高 く 積み上げない事。

やむを得ず積み上げるときは、 荷崩れ し ないよ うな対策を講じ てお く

事。

⑤ ５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） の徹底。

4. 緊急時の対応 地震、 火災等が発生し た場合、 人命を第一に行動する こ と。

①緊急時、 人が倒れて いた場合は安全な場所まで移動させる。

②意識の有無を確認。 無かっ た場合は声をかける、 肩をたた く 等の刺激

を与え て、 反応を確認 （体をゆす っ た り、 動かし た り し ない)。

③大声で周りの人に応援要請し、 消防に通報、 気道の確保、 人工呼吸を

行う。

④外出血、 特に大出血を認めた場合は直ちに止血の処置を行う。

（地震 ・ 火災）

《地震の場合》 ①激震等の緊急事態が発生し たら、 安全な場所への一次避難を実施する。

②地震がおさま っ たら主電源を切る こ と。 二次避難の実施。

③安全なこ とを確認の後、 保管品の状態確認。

④保管品の飛散状態を確認し、 液体物での漏れ等で水質や土壌汚染が考

えられる場合は大声で周り の人に応援要請する。

⑤液体物での漏れ等が確認されれば、 直ちにウエス等で周囲を囲い、 流

失拡大の防止に努める。

⑥安全管理責任者に報告し 、 その後の処置を仰 ぐ 。

⑦津波警報が発令された場合は、 大事なものだけをもち、 4 階現寸場へ

全員避難する。

《火災の場合》 ①火災等の緊急事態が発生し たら大声で周りの人に通報。 その後構内放

送で応援要請する。 危険と判断し たら即座に非難する。

②応援要請を受けたものは直ちに消防へ連絡 し、 消火活動にあたる。

③対応不可能と判断し た場合は、 直ちに消防へ連絡し、 消火活動を続行

する。 危険と感じ たら即座に避難を開始する。

④消防管理者に報告し、 その後の処置を仰 ぐ 。

5. 緊急連絡網 緊急時の緊急連絡網は別紙あり



― 16 ―

代表者による評価
　 地球温暖化の影響なのか近年の気候は異常気象になっ ています。 このまま何の対策

も取らないで行 く と今世紀中に海面の水位は 82cm 上昇すると予測されています。 こ

れによ り海に沈む国、 国土が大幅に狭 く なる国が出てきます。 今す ぐ にでも温暖化対

策を取らないといけません。

　 日本では今、 原子力発電所を稼働させよう と し ています。 これによ っ て火力発電の

割合を減ら し二酸化炭素の排出量を減らせるという事です。 加えて発電コス ト が下が

り電力料金も下がるという事ですが、 核のゴ ミをどう するのかという問題が解決し て

いません。 それに核のゴミを処理するのに莫大な費用が掛かり ます。 これでは本末転

倒です。 これからは地球にやさしい再生可能な自然エネルギーの開発をし ていかなけ

ればなり ません。 我々国民や企業は持続可能な社会を目指し てエコロジーな社会活動

や企業活動を し ていかなければと思いま す。

　 今年度の弊社のエコ活動は、 昨年と同じ よ うな結果になり ま し た。 8 頁の表のよう

に 9 項目中 6 項目が目標値を下回っ て、 この 6 項目中 3 項目が前年度よ り下がっ てい

ます。 これは良い傾向であり この活動を続けていきたいです。 達成できなかっ たガソ

リ ンと軽油の使用量は、 昨年よ りも下がり ま したがまだまだ多いのでエコ ド ラ イ ブ運

転を進めていかなければいけないと思います。 グリ ーン購入も色々な方面に広げて適

用し ていこ う と思います。 また、 地域に貢献できるような活動も会社と し て何か応援

出来ないか考え ていこ う と思いま す。

　 次年度には新しい溶接ロボッ ト を導入し ようと考えています。 この建築業界も色々

な職種で人材不足が顕著にな り、 時間短縮や品質向上を目指 し て導入を決めま し た。

エネルギーの効率 UP になれば ・・・ とも考え て いま す。

ea21 の活動も ８年目に入り定着し たよ うに感じ ます。 来年度も目標値を下回るよ

うに更なる努力 ・ 協力を従業員にお願い し、 協力会社様にも同様な対応を し て頂 く よ

うに、 会社一丸とな っ て持続可能な循環型社会の構築を目指し て いこ う と思いま す。

　 これからもよ ろ し く お願い致 し ま す。

　 　 平成 27 年 12 月

株式会社 　 柏原鐵工所 　 　 　 　

代表取締役社長 　 柏原正明 　
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来年度に向けて
　 今年度の成績は前年度と同じ ような成績にな っ ているという事で、 及第点はあげら

れるかとは思いま すが、 あま り進歩がなか っ たのかな ぁ と思いま す。

　 前にも述べたように 9 項目中 6 項目で目標値を達成し ています。 達成できなかっ た

項目も 3 項目で、 これも昨年度と同じ です。 今年度の仕事量にもよ り ますが、 ガソ リ

ン と軽油の使用量は、 前年度よ り 2t ト ラ ッ クが増え ている割には減少し ていま すの

である程度のエコ活動の成果は出ていると思います。 更なる効果が出るように効率に

良い輸送計画を立て、 運転者にも下調べをし て目的地までの道順を調べてエコ ド ラ イ

ブ運転を徹底し てほしいです。 有害化学物質排出量は法令によ っ て有害化学物質の含

有量の多い塗料の使用を禁止し ま したので減少するで し ょ う。 グ リ ーン購入は、 事務

用品や機械設備の備品などの購入 （イ ンターネッ ト で購入するときはグ リ ーン購入に

適合し ているかどうかを確認し ている） にも適用できないか考えていかなければなり

ません。

　 本年 12 月には “溶接ロボッ ト ” の導入を予定し ています。 これは熟練の溶接技術

者の人材不足が懸念されており、 現在の従業員の高齢化で仕事の効率の悪化の可能性

があり、 効率 UP のためでエネルギー効率が良 く なる事 （カタログを見ます と約 5 ％

の消費電力の削減出来る とあり ま し た。） も期待し ま す。 これによ っ て生産性も上が

り、 よ り多 く の物件が出来るようになればと思います。 この他に地域の防災活動に協

力出来る事があれば協力し、 会社側にも提唱 し ていきたいで す。

　 来年度の目標値は 5 ％の削減と書いていますが、 会社の状況が変化し ていますので、

今一度基準年を変更 （基準年を今年度に変更の予定） したいと考え ています。 という

事で目標値がどのよ うになるのか解り ませんが、 達成できる よ う努力し ま す。

 何か疑問 ・ 質問 ・ 意見等あり ま し たら担当者まで申し出て く ださい。 来年度に活か

せる よ う に し たいと思いま す。

　 ご一読頂きあ りがと う ございま し た。

　 　 平成 27 年 12 月

ea21  担当者よ り 　


